
瞳

やわらぎ「花見遊膳」

ブ
に
楽
し
む
、
釦
ｌ
帥
代
前
半

の
ヤ
ン
グ
世
代
が
い
つ
で
も
気

軽
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
ス

ッ
キ
リ
と
ク
リ
ア
な
味
。
パ
ッ

ケ
ー
ジ
も
斬
新
か
つ
カ
ジ
ュ
ア

ル
、
Ｃ
Ｍ
に
は
人
気
の
新
世
代

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
森
高
千
里
が
登

場
。
味
も
ラ
ベ
ル
も
さ
ら
り
と

一
新
、
う
ま
さ
が
ノ
ド
に
す
べ

り
こ
む
ビ
ー
ル
で
す
。

☆
ア
サ
ヒ
生
ビ
ー
ル
Ｚ

「
思
い
っ
き
り
爽
快
な
生
ビ

ー
ル
」
と
し
て
ク
オ
リ
テ
イ
ア

ッ
プ
し
た
新
し
い
Ｚ
。
仕
事
も

遊
び
も
ス
ポ
ー
ツ
も
ア
ク
テ
ィ

１
１４０
１

一
は
、
ド
ラ
イ
ピ
ン
グ
の
優
秀
性
、

一
信
頼
性
、
耐
久
性
を
実
証
す
る

一
も
の
。
こ
の
性
能
を
体
感
し
て

一
頂
く
た
め
、
ぜ
ｑ
も
よ
り
の

一
営
業
所
で
ご
試
乗
く
だ
さ
い
。

星
、
三
一
『
シ
い
『
、

が
語
評
Ｈ
〃
写
謬
騒
誇
が
蹄
齢
悪
４
．
・
串
宅
出鍵鍵

い
冠
力
一
三
ｍ
「
諺
一
詞

☆
春
の
ご
会
食
に
ど
う
ぞ

開
業
娼
周
年
を
迎
え
た
ポ
ー

ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
は
、
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
、
レ
ス
ト
ラ

ン
・
バ
ー
全
店
で
ス
プ
リ
ン
グ

フ
ェ
ア
を
開
催
中
（
’
４
月
加

日
ま
で
）
。
プ
レ
ン
デ
ト
ワ
ー

ＳＰＥＣＨＡＬＭ瞳ＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより

一
ル
で
「
洋
食
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン

ー
グ
」
￥
２
５
０
０
、
京
和
田
の

一
「
お
好
み
お
で
ん
」
￥
３
０
０

－
０
、
衆
景
園
の
「
ヘ
ル
シ
ー
メ

ー
ニ
ュ
ー
」
￥
６
０
０
０
な
ど
の

一
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
メ
ニ
ュ
ー
を
ご

一
用
意
し
て
い
ま
す
。

ゆ

画
、
諺
匡
ゴ
ペ

☆
美
容
室
エ
リ
ザ
ベ
ス

髪
の
ト
ラ
ブ
ル
の
多
く
は
、

ア
ル
カ
リ
性
の
シ
ャ
ン
プ
ー
や

パ
ー
マ
液
が
原
因
で
す
。
ベ
ル
。

レヴァンテ「シャンパンランチ」

三
ｍ
三
ｍ

☆
神
戸
い
す
嘗
自
動
車

弧
第
焔
回
パ
リ
ー
ダ
カ
ー
ル

ー
パ
リ
。
ラ
リ
ー
で
、
い
す
蜜

自
動
車
の
ピ
ッ
グ
ホ
ー
ン
が
１

３
０
０
０
ｋ
ｍ
を
完
全
走
破
、

み
ご
と
２
年
連
続
マ
ラ
ソ
ン
ク

ラ
ス
で
優
勝
し
ま
し
た
。
チ
ー

ム
青
柳
が
ピ
ッ
グ
ホ
ー
ン
イ
ル

ム
シ
ャ
ー
Ｒ
Ｓ
で
参
戦
し
た
市

販
車
無
改
造
マ
ラ
ソ
ン
ク
ラ
ス

と
は
、
ス
タ
ー
ト
前
に
サ
ス
ペ

ン
シ
ョ
ン
、
デ
フ
、
エ
ン
ジ
ン

ヘ
ッ
ド
等
、
主
要
部
品
に
封
印

し
て
ゴ
ー
ル
ま
で
無
交
換
で
走

り
抜
く
ク
ラ
ス
。
街
で
走
っ
て

い
る
の
と
同
じ
車
体
で
の
勝
利

神戸
っ子
アー
カイ
ブ
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『
○
で
一
○
⑰

●
ホ
テ
ル
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ツ
よ
り

お
し
ら
せ

●アサヒビールから「生ビー
ルＺ」をプレゼント

右頁でご紹介した「アサヒ生
ビールＺ）（3 5 0 m l 缶、２４本
入）をエ名様にプレゼントし
ます。
思いっきり爽快な新しい味
をお楽しみ下さい。

磯
鱗

☆
開
業
５
周
年
特
別
企
画

五
木
ひ
ろ
し

デ
ィ
ナ
ー
＆
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
６
月
理
日
（
水
）

１
部
お
食
事
５
時
ｌ

コ
ン
サ
ー
ト
７
時
Ｉ

２
部
お
食
事
７
時
鵡
分
ｌ

コ
ン
サ
ー
ト
９
時
狙
分

料
金
￥
４
５
，
０
０
０

懐
石
料
理
（
税
・
サ
込
み
）

衝
３
２
１
１
５
５
５
５

★
伊
丹
三
樹
彦
と
加
藤
さ
と
る
の

音
俳
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
３
月
即
日
（
日
）

会
場
ホ
テ
ル
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ッ

妬
Ｆ
バ
ル
セ
ロ
ナ
ホ
ー
ル

・
２
時
の
部
（
開
場
１
時
釦
分
）

仙
歌
で
聞
く
伊
丹
三
樹
彦
「
花
仙

人
」
世
界
を
ぬ
ぐ
る
旅

②
山
頭
火
と
放
哉
を
め
ぐ
る
旅

・
６
時
の
部
（
開
場
５
時
訓
分
）

識
母 三

ｍ
一
三
⑫

☆
こ
だ
わ
り
の
味
を
さ
ら
に
追
求

お
い
し
い
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
で
定
評
の
あ
っ
た

ド
ン
ク
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
パ
ー
ラ
ー
（
ト
ア
ロ

ー
ド
）
が
２
月
妬
日
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
オ
ー
プ
ン

し
た
。
今
ま
で
の
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
の
メ
ニ
ュ
ー

に
加
え
、
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
に
は
絶
対
の
自
信
を
持

つ
ド
ン
ク
が
、
そ
の
パ
ン
を
使
っ
て
新
た
な
メ
ニ

ュ
ー
を
生
み
出
し
た
。
香
ば
し
い
パ
ン
と
組
み
合

わ
さ
っ
た
料
理
の
味
は
絶
妙
。
一
度
お
試
し
を
。

P E O P L E ＜1 2 1 ＞蕊蕊

癖
》
鐸
》
癖
鍔
蝉
識
鍛
癖
》
蟻
鋳
織
雫
蝿
隷

●人があっての洋服です

藤井節子さん<芙聯篭苑〉
文化服装学院デザイン科の出身。１年
後輩には、コシノジュンコや高田賢三が
いる｡ オーダーから出発したお店だけに、
既製服でもお客さんに合わせて、チョコ
チョコと手直ししてしまう。
“Si m p l e i s t h e B e s t '，の信条からお

勧めなブランドは、イタリアのマツクス
マーラーやポイクリッツァ。お値段も手
頃で、流行の自然素材の春服も揃う。

『
閥
閉
御
晶

廓
齢
需
比
一
室

スタッフが爽やかな笑顔で出迎えてくれます

Ｐ

§
嬉
膨
…

鱗
郡帝

》患
庁
４

畢宇鮮蕊
串

溌蕊
毎

’
1４１
１

P ＲＥＳＥＮＴ
ｍＲＮＥＲ

一
③
丸
善
よ
り
お
し
ら
せ

一
・
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
版
画
＆

一
杉
本
留
治
彫
刻
展

一
３
月
、
日
（
木
）
Ｉ
晦
日
（
火
）

ボ
リ
ビ
ア
共
和
国
生
ま
れ
の
プ

畔
Ｉ
ラ
ン
ジ
ェ
は
、
世
界
的
な
版
画

彫
り
師
ジ
ョ
ニ
イ
・
フ
リ
ー
ド
ラ

一
ン
デ
ル
に
避
遁
し
、
パ
リ
の
フ
リ

ー
ー
ド
ラ
ン
デ
ル
エ
房
で
エ
ッ
チ
ン

ー
グ
を
会
得
。

一
一
九
七
九
年
に
は
「
ユ
ー
ー
セ
フ

ー
国
際
児
童
年
」
の
公
式
ア
ー
テ
ィ

ー
ス
ト
に
も
逸
出
さ
れ
た
作
家
で
あ

一
る
。

一
・
－
備
前
焼
Ｉ
横
山
伸
一
作
陶
展

一
一
鍬
姉
癖
唖
噺
遮
作
家
、
横
山
伸

一
３
月
Ⅳ
日
（
木
）
ｌ
配
日
（
火
）

一
ど
ち
ら
も
丸
善
・
神
戸
元
町
店

－
２
Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て

砂時計1 9 5 3 年

甲
応
募
方
法
④
葉
書
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
東
町

噸
１
１
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
寡
下
さ
い
。
３
月
末

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
書
を
発
送
、
葉
書
を
持
っ
て
神
戸
っ
子
ま

で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
越
し
下
さ
い
。

銭
筒
３
３
３
１
５
５
５
５

⑪
雪

I i

k L

五木ひろし

仰
山
頭
火
と
放
哉
の
世
界

お
話
し
伊
丹
三
樹
彦

②
山
頭
火
と
放
哉
を
歌
う

料
金
各
部
三
、
○
○
○
円

（
全
自
由
席
）

茸
３
０
３
１
５
５
５
５

●
ゴ
ー
フ
ル
ア
ル
デ
ア
北
野

３
周
年
妃
念
展

西
村
元
三
朗
半
世
紀
の
航
跡
一

記
、
師
年
、
新
制
作
展
に
て
受
賞
一

加
年
神
戸
市
文
化
賞
受
賞
》

日
時
３
月
９
日
（
水
）
Ｉ
・

３
月
幻
日
）
祝
・
月
）
一

期
間
中
無
休
一

ｍ
時
Ｉ
塑
時

（
最
終
日
巧
時
ま
で
）
一

会
場
ゴ
ー
フ
ル
ァ
ル
デ
ア
北
野
一

４
階
ア
ｉ
卜
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
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る
。
「
私
を
支
え
て
く
だ
さ
る

皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
。
こ
の

賞
を
励
み
に
こ
れ
か
ら
も
一
人

で
も
多
く
の
方
に
フ
オ
ル
テ
ピ

ア
ノ
の
音
色
を
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
喜

び
を
語
る
奥
さ
ん
。
今
後
の
活

躍
が
益
々
期
待
さ
れ
る
。

☆
ラ
ジ
オ
関
西
が
４
月
に
音
響

技
術
者
養
成
講
座
を
開
講

関
西
ラ
ジ
オ
事
業
社
で
は
、

音
響
技
術
者
を
専
門
的
に
養
成

す
る
講
座
「
ラ
ジ
オ
関
西
ア
カ

デ
ミ
ー
Ｐ
Ａ
・
レ
コ
ー
デ
ィ
ン

グ
エ
ン
ジ
ニ
ア
養
成
学
部
」
を

４
月
に
開
講
す
る
こ
と
に
な
り

受
講
者
を
募
集
し
て
い
る
。

★
「
竹
中
郁
と
神
戸
モ
ダ
ニ
ズ

ム
」
が
開
催

神
戸
市
役
所
・
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
は
３
月
加
日
よ
り
「
竹

中
郁
と
神
戸
モ
ダ
ニ
ズ
ム
展
」

が
開
か
れ
て
い
る
。
こ
の
催
し

は
、
こ
う
べ
芸
文
加
周
年
記
念

事
業
「
竹
中
郁
と
神
戸
モ
ダ
ニ

ズ
ム
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
元
こ
う
べ
芸

文
常
任
委
員
で
、
神
戸
を
代
表

す
る
詩
人
で
あ
る
故
竹
中
郁
氏

に
関
す
る
詩
集
、
原
稿
、
自
画

像
等
の
遺
品
が
展
示
さ
れ
て
い

る
。
来
月
に
は
竹
中
氏
が
後
半

生
を
捧
げ
た
「
こ
ど
も
の
詩
」

の
活
動
を
展
示
す
る
「
竹
中
郁

と
こ
ど
も
の
詩
展
」
や
記
念
講

演
会
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
一
連
の
催
し
を
通
し
て
、

戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
活
躍

し
た
故
竹
中
郁
氏
の
足
跡
と
業

績
が
紹
介
さ
れ
る
。

◇
「
竹
中
郁
と
神
戸
モ
ダ
ニ
ズ
ム
展
」

○
日
時
４
月
川
日
（
月
）
ま
で

○
会
場
神
戸
市
役
所
１
号
館
２
階
市
民

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

奥千恵子さん

ギ
ャ
ラ
リ
ー

◇
「
竹
中
郁
と
こ
ど
も
の
詩
展
」

○
日
時
４
月
旧
日
’
５
月
８
日

○
会
場
神
戸
市
役
所
１
号
館
２
階
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

◇
「
詩
と
愛
竹
中
郁
展
」
記
念
講
演
会

○
日
時
４
月
２
日
（
土
）
午
後
２
時
’

○
会
場
せ
い
で
ん
ラ
ピ
ン
グ
ホ
ー
ル

回
お
問
い
合
わ
せ
神
戸
市
役
所
市
民
局

文
化
振
興
課
貧
叩
ｌ
鋤
－
８
１
８
１
代

☆
第
杷
回
灘
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
音
楽
賞
授
賞
者
決
定

関
西
に
お
け
る
そ
の
年
度
の

最
優
秀
新
人
に
奨
学
の
目
的
で

送
ら
れ
る
「
神
戸
灘
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
音
楽
賞
」
の
蝿
回
目

の
授
賞
者
に
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ

の
奥
千
恵
子
さ
ん
に
決
ま
り
、

２
月
妬
日
オ
リ
エ
ン
、
タ
ル
ホ
テ

ル
で
授
賞
式
が
行
わ
れ
た
。

奥
千
恵
子
さ
ん
は
現
在
日
本

テ
レ
マ
ン
協
会
の
フ
ォ
ル
テ
ピ

ア
ノ
ソ
リ
ス
ト
。
加
年
よ
り
フ

オ
ル
テ
ピ
ア
ノ
に
取
り
組
み
、

コ
レ
ギ
ウ
ム
・
ム
ジ
ク
ム
・
テ

レ
マ
ン
と
の
協
演
、
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
エ
ン
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
の
リ
サ
イ
タ
ル
の

開
催
等
幅
広
い
活
動
を
続
け
て

き
た
。
こ
の
間
に
「
咲
く
や
こ

の
花
賞
」
「
大
阪
文
化
祭
本
賞
」

他
を
受
賞
、
今
回
は
昨
年
岨
月

に
行
わ
れ
た
リ
サ
イ
タ
ル
の
成

果
を
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
と
な

142

一転一

私
の
出
会
っ
た
宝
子
た
ち
（
Ｍ
）
ｌ

私
の
夢
は
、
お
嫁
さ
ん
Ｉ

Ｙ
子
さ
ん

他
市
か
ら
電
車
に
乗
っ
て
通
っ
て
い

る
Ｙ
子
さ
ん
は
、
弱
親
の
為
に
盲
学
校

を
卒
業
し
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の
資
格
も

取
り
、
し
ば
ら
く
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
仕

事
を
し
て
い
た
が
、
長
続
き
せ
ず
学
園

に
く
る
様
に
な
っ
た
。

買
物
も
ひ
と
り
で
で
き
、
簡
単
な
英

語
も
読
め
る
し
、
ご
く
ご
く
普
通
の
女

性
で
あ
る
。

彼
女
の
夢
は
結
婚
す
る
こ
と
。

「
で
も
ご
飯
炊
か
れ
へ
ん
し
、
や
っ

ぱ
り
あ
か
ん
わ
」
と
、
い
つ
も
あ
き
ら

め
て
し
ま
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
で
、
そ
れ
な

り
の
指
導
を
受
け
て
、
生
活
で
き
る
嫌

に
な
れ
ば
、
彼
女
の
夢
も
実
現
可
能
だ

と
思
う
の
で
す
が
。
家
で
は
ど
う
し
て

も
、
甘
え
て
何
も
し
な
い
し
、
ま
た
、

何
も
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
よ
う
で
す
。

テ
レ
ビ
大
好
き
人
間
で
、
特
に
「
キ

ャ
ン
デ
ィ
・
キ
ャ
ン
デ
ィ
」
な
ど
の
女

の
子
の
ア
ー
ー
メ
党
で
す
。

お
箸
も
、
箸
箱
も
キ
ャ
ン
デ
ィ
・
キ

ャ
ン
デ
ィ
で
す
。

そ
ん
な
か
わ
い
い
彼
女
の
唯
一
の
欠

点
は
、
根
気
が
な
い
こ
と
で
す
。

そ
の
為
に
仕
郡
の
能
力
は
あ
っ
て

も
、
就
職
が
難
し
い
の
で
す
。

Ｙ
子
さ
ん
。
根
気
力
を
謎
っ
て
早
く

「
か
わ
い
い
お
嫁
さ
ん
」
を
実
現
さ
せ

て
下
さ
い
ね
。
も
う
、
若
く
は
な
い
の

で
す
か
ら
。
（
Ｎ
）

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

〒
師
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
’

一
ハ神

戸
国
際
会
館
一
階
郵
便
局
の
隣

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

○
七
八
－
二
二
一
１
二
一
一
四

☆
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
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蕊

戸
内
海
最
大
の
島
「
淡
路
島
」
。

大
都
市
圏
か
ら
も
気
軽
に
行
け

る
リ
ゾ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
だ
が

全
国
は
も
と
よ
り
関
西
で
も
こ

の
島
の
良
さ
が
意
外
と
知
ら
れ

て
い
な
い
。
そ
ん
な
中
、
地
元

で
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
営
む
五
人
の

オ
ー
ナ
ー
が
「
Ｐ
・
○
・
Ｐ
事

務
局
（
・
ヘ
ン
シ
ョ
ン
・
オ
ー
ナ

ー
ズ
。
プ
レ
ゼ
ン
ッ
）
」
を
結
成
、

一
人
で
も
多
く
の
人
達
に
淡
路

島
の
よ
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
足

を
運
ん
で
も
ら
お
う
と
、
地
道

な
活
動
を
続
け
て
い
る
。

特
色
は
放
送
局
の
講
座
な
ら

で
は
の
実
践
的
な
実
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
。
契
約
ス
タ
ジ
オ
を
は
じ

め
ラ
ジ
オ
関
西
ホ
ー
ル
な
ど
で

行
わ
れ
る
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ウ
ン
な
ど
最
新

の
設
備
が
使
用
で
き
、
ま
た
コ

ン
サ
ー
ト
の
Ｐ
Ａ
実
習
も
可
能

だ
。神

戸
で
は
数
少
な
い
音
響
技

術
者
養
成
の
講
座
だ
け
に
、
こ

の
機
会
を
逃
さ
ず
今
す
ぐ
御
応

募
下
さ
い
。

◇
養
成
期
間
２
年
間
（
１
年
目
は
諦
義

と
実
習
、
２
年
目
は
実
習
が
中
心
）

◇
募
集
人
数
昼
間
部
犯
人
夜
間
部
加
入

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
ラ
ジ

オ
関
西
事
業
社
内
「
ラ
ジ
オ
関
西
ア
カ

デ
ミ
ー
事
務
局
」
茸
ｍ
ｌ
ｍ
ｌ
２
２
５
１

★
日
本
人
の
食
文
化
を
ユ
ニ
ー

ク
に
語
る

人
間
の
生
き
ざ
ま
と
そ
の
諸

相
を
文
化
と
し
て
捉
え
、
生
活

文
化
に
関
わ
る
様
々
な
活
動
を

し
て
い
る
社
団
法
人
・
生
活
文

化
研
究
所
が
「
食
文
化
と
日
本

人
ｌ
グ
ル
メ
時
代
の
た
の
し

み
ｌ
」
を
出
版
し
た
。

同
研
究
所
は
旭
年
前
に
関
西

で
発
足
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
研
究
す
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
。

「
食
・
衣
・
住
・
遊
・
身
・
心

・
営
」
の
７
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
を

対
象
に
文
化
サ
ロ
ン
と
し
て
研

究
例
会
を
毎
月
開
催
、
そ
の
成

果
が
「
Ｊ
の
時
代
」
「
衣
類
人
類

今
回
は
、
日
本
の
食
の
伝
統

・
歴
史
・
文
化
を
中
心
に
、
店

の
オ
ー
ナ
ー
の
食
談
義
、
駅
弁

の
話
、
調
理
器
具
開
発
の
裏
話

等
幅
広
い
内
容
が
収
録
、
ユ
ニ

ー
ク
で
興
味
深
い
食
文
化
論
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。
楽
し
く
お

い
し
い
食
生
活
の
お
伴
に
最
適

の
一
冊
。
一
度
御
賞
味
下
さ
い
。

啓
文
社
刊
。
二
千
四
百
円
。

☆
「
安
岡
正
篇
先
生
に
学
ぶ
」

出
版
記
念
講
演
会
開
催

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
、
約

五
年
、
三
十
一
回
に
わ
た
り
行

わ
れ
て
き
た
「
安
岡
正
篤
先
生

に
学
ぶ
」
朝
食
会
で
の
講
話
が

収
録
集
と
し
て
出
版
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
民
間
政
治
臨
調
会

長
な
ど
で
活
躍
中
の
亀
井
正
夫

氏
を
迎
え
、
出
版
記
念
講
演
会

・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
る
。

故
安
岡
正
篤
氏
は
、
吉
田
茂

以
下
、
歴
代
の
首
相
の
師
と
い

わ
れ
た
漢
学
者
。
戦
後
、
全
国

師
友
会
を
設
立
、
政
・
官
・
財

毎
平
⑪
心

唾
嚇
砕
』
》

学
」
「
遊
び
と
日
本
人
」
に
続
く

四
冊
目
と
な
る
同
書
に
結
実
し

た
。

今
回
出
版
さ
れ
る
の
は
、
そ

こ
で
の
講
話
を
収
録
し
た
も
の

で
、
誰
演
会
・
懇
親
会
の
参
加

者
に
は
一
冊
贈
呈
さ
れ
る
。

◇
日
時
３
月
”
日
（
火
）
講
演
会
肥
時
ｌ

旧
時
懇
親
会
岨
時
ｌ
加
時
釦
分

◇
場
所
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
南
館
一
階

「
大
輪
田
の
間
」

◇
会
喪
一
○
、
○
○
○
円

◇
テ
ー
マ
「
安
岡
教
学
と
平
成
の
改

革
」◇

講
師
趣
井
正
夫
氏

国
問
い
合
わ
せ
。
申
込
先
ポ
ー
ト
ピ
ア

ホ
テ
ル
サ
ロ
ン
・
ド
・
ポ
ー
ト
ピ
ア
係

〒
卸
神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
６
１
加

１
１
衝
、
ｌ
池
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
（
受
付
加

時
Ｉ
Ｗ
時
申
込
み
は
３
月
調
日
（
月
）

ま
で
）
尚
、
「
安
岡
正
篤
先
生
に
学
ぶ
』

（
致
知
出
版
社
・
２
８
０
０
円
）
は
３
月

調
日
発
売
予
定
。

☆
淡
路
島
の
魅
力
を
是
非
あ
な

た
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い

温
暖
で
自
然
に
恵
ま
れ
た
瀬

淡路島は神話伝承の地でもある

各
界
の
指
導
者
の
教
化
に
努
め

て
き
た
。
朝
食
会
で
は
、
そ
の

安
岡
氏
に
教
え
を
受
け
た
現
在

各
界
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い

る
方
々
が
講
師
を
務
め
、
延
べ

三
千
人
の
出
席
者
が
安
岡
人
間

学
を
通
し
、
混
迷
す
る
世
を
生

き
抜
く
知
恵
を
学
ん
で
き
た
。

五
人
の
オ
ー
ナ
ー
の
皆
さ
ん

は
い
ず
れ
も
島
外
出
身
者
。
そ

の
こ
と
が
か
え
っ
て
地
元
の
人

が
見
過
ご
し
て
い
る
島
の
よ
さ

や
ス
ポ
ッ
ト
を
知
る
こ
と
に
な

っ
た
と
い
う
。
「
今
後
は
そ
う

い
っ
た
利
点
を
生
か
し
な
が

ら
、
現
地
の
新
鮮
で
正
確
な
情

報
を
提
供
す
る
な
ど
し
て
島
外

の
公
共
機
関
や
マ
ス
コ
ミ
に
も

積
極
的
に
働
き
か
け
た
い
」
と

厘欝図

蕊

故安岡正篤氏
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第
一
回
公
演
「
３
つ
つ
の
毒
」

を
か
ん
し
ん
ホ
ー
ル
で
上
演
す

る
。
劇
場
空
間
を
「
ア
ー
ト
と

ド
ラ
マ
の
出
会
い
の
場
」
と
し

て
始
め
ら
れ
る
新
し
い
試
み
。

最
初
の
公
演
と
な
る
今
回
は
、

染
色
造
形
作
家
の
岡
み
ち
子
氏

を
美
術
に
迎
え
、
ひ
と
味
違
っ

た
美
意
識
を
持
つ
新
し
い
展
開

を
模
索
し
て
い
く
。

キ
ャ
ス
ト
に
は
劇
団
神
戸
の

メ
ン
バ
ー
に
加
え
、
板
東
玉
三

郎
と
の
共
演
経
験
も
あ
る
東
村

晃
幸
、
元
宝
塚
歌
劇
団
の
水
谷

み
き
も
参
加
。
ア
ー
ト
フ
ル
な

空
間
の
な
か
、
極
上
の
三
つ
の

ミ
ス
テ
リ
ー
・
ド
ラ
マ
が
繰
り

経
歴
も
赫
々
た
る
も
の
だ
。

何
し
ろ
純
粋
の
〃
神
戸
っ

子
市
長
″
で
あ
る
。
兵
庫
幼

稚
園
、
橘
小
学
校
、
神
戸
三

中
（
現
長
田
高
）
と
い
う
か

ら
、
神
戸
漬
け
で
あ
る
。
同

窓
で
は
、
「
暮
し
の
手
帖
」
の

故
花
森
安
治
。
淀
川
長
治
、

彫
刻
の
柳
原
義
達
、
太
陽
神

戸
銀
行
の
頭
取
の
石
野
信
一

さ
ん
。
ダ
イ
エ
ー
の
中
内
切

さ
ん
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

大
森
実
さ
ん
等
多
彩
な
同
窓

の
顔
ぶ
れ
を
持
つ
。

昭
和
十
七
年
、
神
戸
市
に

勤
務
、
昭
和
二
十
年
戦
後
の

熟のこもった練習風景

144

〃
島
お
こ
し
″
へ
の
思
い
を
熱

っ
ぽ
く
語
る
。
将
来
的
に
は
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
の
開

催
や
通
信
紙
の
発
行
な
ど
の
活

動
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
考

え
だ
。素

敵
な
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
オ
ー

ナ
ー
に
出
会
え
る
の
も
こ
の
島

の
魅
力
の
一
つ
。
あ
な
た
も
一

度
淡
路
島
に
訪
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。■

お
問
い
合
わ
せ
Ｐ
。
Ｏ
”
Ｐ
事
務
局

〒
噸
１
劃
兵
庫
県
津
名
郡
津
名
町
木
曽

下
１
２
６
７
衝
０
７
９
９
１
配
１
２
６

２
３☆

異
色
キ
ャ
ス
ト
と
新
進
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
ジ
ョ
イ
ン
ト

劇
団
神
戸
で
は
、
ア
ト
リ
エ

づ
く
り
に
取

「
神
戸
を
創
る
」
を
読
む

「
宮
崎
辰
雄
」
前
市
長
の
著

作
「
神
戸
を
創
る
」
ｌ
港
都

五
十
年
の
都
市
経
営
ｌ
が
上

梓
さ
れ
た
。
神
戸
の
都
市
経

営
、
街
づ
く
り
の
す
べ
て
と

し
て
、
〃
最
小
の
市
民
負
担

で
最
大
の
市
民
福
祉
″
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
街

花時 計

組
ん
だ
。
そ
の
戦
災
復
興
の
直
接
担
当
者
と

八
Ｙ
Ｖ

●
六
○
ｍ
ｍ
で
○
い
『

☆
株
式
会
社
朝
日
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
代

表
取
締
役
社
長
・
鈴
木
敏
男
）
と
、
株
式

会
社
朝
日
新
聞
社
（
専
務
取
締
役
大
阪

本
社
代
表
浜
田
陸
）
で
は
、
中
央
区
浪

花
町
に
「
神
戸
朝
日
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」

（
神
戸
支
社
筒
噸
Ｉ
鋤
－
６
３
６
１
）

と
、
「
朝
日
新
聞
神
戸
寺
篇
」
（
両
、
ｌ
測

－
４
１
４
４
）
が
、
３
月
班
日
に
完
成
。

披
露
パ
ー
テ
ィ
が
、
神
戸
朝
日
ビ
ル
デ

ィ
ン
グ
「
ク
ォ
ー
タ
ー
弱
」
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

☆
３
月
７
日
午
前
ｎ
時
ｌ
ｕ
時
訓
分
に

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
南
公
園
に
お
い
て

「
平
和
の
珠
・
天
津
」
（
神
戸
天
津
友

好
都
市
提
拠
加
周
年
記
念
）
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
の
石
が
天
津
か
ら
到
若
、
披
露

式
典
が
平
和
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
つ
く

る
市
民
の
会
（
会
長
・
笹
山
幸
俊
市
長
）

で
催
さ
れ
る
。
窟
（
叩
）
知
１
１
５
６
７

★
能
福
寺
雲
井
世
雄
さ
ん
の
長
女
律
子

さ
ん
と
、
松
田
静
雄
さ
ん
の
長
男
雄
善

さ
ん
が
、
２
月
５
日
（
土
）
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
神
戸
で
憂
殊
院
山
口
回
道
ご
夫
斐

の
ご
媒
灼
に
よ
り
結
播
式
を
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

☆
テ
ノ
ー
ル
の
羅
清
水
さ
ん
の
次
男
正

裕
さ
ん
と
、
山
下
勝
也
さ
ん
の
長
女
歓

南
さ
ん
が
、
２
月
諏
日
（
日
）
六
甲
荘
で

小
笠
原
睦
ご
夫
妻
ご
媒
灼
に
よ
り
結
蛎

式
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
／

☆
邦
舞
家
永
井
登
志
春
師
の
追
悼
の
舞

踊
公
演
が
、
門
下
生
の
永
井
千
代
春
さ

ん
が
、
３
月
５
日
午
後
２
時
よ
り
明
石

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
で
〃
永
井
流
朔
春

会
〃
と
し
て
開
催
。
お
問
合
せ
宮
叩

（
姉
）
４
３
０
２

☆
３
月
⑫
日
（
土
）
正
午
よ
り
神
戸
山
手

女
子
短
大
二
号
館
に
お
い
て
、
奥
村
彪

生
ゼ
ミ
の
学
生
連
が
、
奈
良
、
室
町
、
安

土
桃
山
、
江
戸
、
明
治
、
大
正
期
の
外
来

料
理
の
ロ
ウ
細
工
を
披
露
し
、
鹿
鳴
館

に
お
け
る
仮
装
舞
踏
会
の
ご
馳
走
を
再

現
。☆三

注
化
工
㈱
（
代
表
取
締
役
田
中
正

郎
）
が
創
立
訓
周
年
を
迎
え
、
記
念
祝

五
会
を
、
３
月
詣
日
午
後
３
時
よ
り
生

田
神
社
会
館
で
開
催
。
厚
生
大
臣
貧
を

受
災
さ
れ
た
お
慶
び
も
か
ね
て
行
わ
れ

る
。

広
げ
ら
れ
る
。

ど
う
ぞ
お
見
逃
し
な
く
。

な
る
。
昭
和
二
十
八
年
か
ら

昭
和
四
十
四
年
九
月
ま
で
助

役
と
し
て
縦
横
の
活
躍
。
同

年
十
一
月
神
戸
市
長
に
当
選

昭
和
六
十
四
年
十
一
月
神
戸

市
長
退
任
ま
で
一
一
十
年
間
に

亘
っ
て
神
戸
市
長
を
勤
め

た
。
「
美
し
い
街
・
神
戸
」
づ

く
り
に
専
念
、
街
づ
く
り
に

強
烈
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
都

市
経
営
に
敏
腕
を
振
っ
た
。

「
激
変
緩
和
」
「
不
言
実
行
」

「
労
働
は
善
」
「
先
見
性
」

「
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
（
用
心
深

く
）
」
が
宮
崎
哲
学
の
五
本

柱
だ
と
い
う
。

◇
日
時
３
月
旭
日
（
土
）
旧
時
半
如
日

（
日
）
脚
時

◇
会
場
か
ん
し
ん
ホ
ー
ル
（
関
西
信
用

金
庫
ピ
ル
８
Ｆ
）

◇
料
金
一
般
二
千
円
学
生
千
五
百
円

ペ
ア
券
三
千
五
百
円

■
お
問
い
合
わ
せ
劇
団
神
戸
叩
ｌ
卿

１
１
６
６
４
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小
鉢
物
、
お
刺
身
、
串
カ
ツ
な

ど
い
ず
れ
も
期
待
に
違
わ
な
い

お
い
し
さ
。
か
き
の
み
そ
煮
は

特
に
お
薦
め
だ
。
お
酒
な
ら
薩

摩
焼
酎
「
神
の
河
」
が
水
割

り
、
湯
割
り
、
ロ
ッ
ク
と
お
好

み
に
応
じ
て
楽
し
め
る
。

☆
重
要
文
化
財
の
建
物
で
格
別

の
広
東
料
理
を
ど
う
ぞ

重
要
文
化
財
・
旧
神
戸
居
留

地
十
五
番
館
で
営
業
し
て
い
る

チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ
ス
ト
ラ
ン

〃
相
番
館
″
が
こ
の
４
月
に
オ

ー
プ
ン
し
て
一
周
年
を
迎
え

る
。
「
本
来
中
華
料
理
は
フ
ラ

ン
ク
に
、
ラ
フ
に
食
べ
る
も
の
」

と
お
っ
し
ゃ
る
オ
ー
ナ
ー
の
井

原
さ
ん
。
気
軽
に
来
て
楽
し
ん

で
も
ら
う
こ
と
を
モ
ッ
ト
ｉ
に

し
て
い
る
が
、
開
店
当
初
は
構

え
て
来
店
す
る
お
客
も
多
か
っ

た
と
い
う
。

「
誰
に
で
も
気
軽
に
来
れ
る

お
店
に
」
と
御
主
人
の
竹
内
さ

ん
。
三
千
円
も
あ
れ
ば
お
腹
一

杯
の
お
値
段
、
行
き
届
い
た
サ

ー
ビ
ス
、
気
さ
く
な
御
主
人

と
、
一
人
で
も
、
カ
ッ
プ
ル
で

も
、
女
性
同
志
で
も
気
兼
ね
な

く
入
れ
る
粋
な
お
店
だ
。

回
神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
１
‐
脚
Ｉ

８
塾
叩
Ｉ
鋤
１
７
４
５
３
花
時
半
Ｉ

別
時
第
１
．
３
．
５
日
瑠
休

新
鮮
な
季
節
の
材
料
に
こ
だ

わ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
は
ラ
ン
チ
も

デ
ィ
ナ
ー
も
充
実
。
季
節
毎
に

メ
ニ
ュ
ー
を
変
え
る
デ
ィ
ナ
ー

び
っ

識

気軽にこの扉を開けて下さい

コ
ー
ス
、
ニ
ー
ズ
や
予
算
に
応

じ
て
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
、
、
品

目
に
も
及
ぶ
単
品
や
お
得
な
日

替
り
ラ
ン
チ
（
九
百
円
）
と
、

味
も
サ
ー
ビ
ス
も
一
流
だ
が
気

ど
り
が
な
い
の
が
嬉
し
い
。
歴

史
あ
る
建
物
を
最
大
限
に
生
か

し
た
シ
ン
プ
ル
で
ゆ
っ
た
り
し

た
空
間
で
の
食
事
は
、
神
戸
な

ら
で
は
の
気
分
が
味
わ
え
る
。

回
神
戸
市
中
央
区
浪
花
町
砺
番
地
宥
叩

１
期
１
１
５
５
５
側
時
半
１
Ｍ
時
打

時
Ｉ
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
訓
時
）
土
扇

休
尚
、
４
月
８
日
１
幅
日
は
一
周
年
記

念
と
し
て
特
別
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ

て
い
る
（
要
予
約
）
。

’
1４５
１

皿
神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
４
１
皿
Ｉ

Ⅳ
薄
ｍ
ｌ
醜
１
１
１
６
１
制
時
半
ｌ

旭
時
打
時
半
１
羽
時
月
晒
休

☆
気
軽
に
行
け
る
粋
な
お
店

「
や
し
き
」

肩
肘
張
ら
ず
く
つ
ろ
い
だ
気

分
で
楽
し
い
夜
を
過
ご
し
た
い

あ
な
た
に
ピ
ッ
タ
リ
な
お
店
が

東
門
街
横
三
角
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

あ
る
家
庭
料
理
の
〃
や
し
き
〃
。

ラ
ジ
オ
番
組
に
投
書
し
た
の
が

縁
で
あ
の
や
し
き
た
か
じ
ん
さ

ん
が
命
名
し
て
く
れ
た
。

新
鮮
な
材
料
が
持
ち
味
で
、

御主人の

の
べ
た
つ
き
が
全
く
感
じ
ら
れ

な
い
。
「
ま
ず
ぶ
た
玉
を
食
べ
て

み
て
下
さ
い
」
と
奥
さ
ん
。
他

は
や
む
を
え
ず
値
上
げ
を
し
て

き
た
が
、
ぷ
た
玉
（
Ⅷ
円
）
の

値
段
だ
け
は
守
っ
て
き
て
い
る

そ
う
だ
。
こ
こ
の
お
好
み
焼
は

焼
く
前
の
タ
ネ
を
見
た
だ
け
で

ま
ず
、
山
芋
の
量
の
多
さ
に
び

っ
く
り
！
そ
の
上
に
隙
間
な
く

並
べ
ら
れ
る
具
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

に
二
度
び
っ
く
り
！
魚
介
類
山

盛
り
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ち
ゃ
ん
ぽ

ん
は
１
２
０
０
円
。
そ
し
て
そ

の
日
の
お
す
す
め
も
要
チ
ェ
ッ

ク
。
鉄
板
で
ど
う
や
っ
て
？
と

思
う
湯
豆
腐
や
蝋
の
酒
煮
が
一

平
ち
ゃ
ん
考
案
の
箱
型
に
折
っ

た
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
鍋
で
目
の
前

に
現
れ
る
。
お
昼
は
も
だ
ん
焼

（
剛
円
）
、
オ
ム
そ
ば
（
剛
円
）

が
人
気
。

☆
味
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
。
値
段
と

三
拍
手
そ
ろ
っ
た
お
好
み
焼

鯉
川
筋
と
山
手
幹
線
の
交
差

点
を
少
し
北
、
古
い
家
屋
が
立

ち
並
ぶ
通
り
に
お
好
み
焼
。
鉄

板
焼
の
〃
一
平
″
が
あ
る
。
ご

主
人
〃
一
平
ち
ゃ
ん
″
の
自
慢

は
、
桧
造
り
の
カ
ウ
ン
タ
ー
。

白
い
木
肌
に
は
鉄
板
焼
屋
独
特

おしどり夫婦がつくる、あつあつお好み焼

さん竹内
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不
死
烏
の
如
く
神
戸
朝
日
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

い
ま
新
た
な
る
飛
潮

鰹

三
条
杜
夫
〈
蕊
蝶
ナ
ウ
ン
サ
‐
〉
写
真
／
米
田
英
男

ダ

１
１４６
１

●
る
ぼ
・
え
つ
せ
い
神
戸
●
⑬

窯憲鰯鑑識蕊

器
癖
叫

唱
昌

埋

『
僻
■
Ｅ

一
望
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単
な
る
ビ
ル
と
い
う
よ
り
も
、
生
き
も
の
だ
っ
た
。
蓋

野
戦
病
院
と
な
り
、
そ
の
後
は
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
の
映
画
館

と
し
て
親
し
ま
れ
た
。
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
な

ど
、
ま
る
で
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
僕
の
頭
の
中
に
ス
ク

リ
ー
ン
が
よ
み
が
え
る
。

地
階
の
「
朝
日
小
路
」
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
作
家
の
陳

舜
臣
さ
ん
が
よ
く
飲
み
に
通
っ
た
と
い
う
小
料
理
屋
「
あ

き
穂
」
。
ス
タ
ン
ド
バ
ー
の
原
点
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
た
「
神 券

Ｆ

上が１日、下が新朝日ビル
シンボルマークは残った

昔の朝日会館には思い出を持つ人も多い

１
１４７
１

い
ぶ
し
銀
の
よ
う
な
光
を
放
っ
た
生
き
も
の
も

寄
る
年
波
に
は
勝
て
な
か
っ
た

取
引
所
と
し
て
昭
和
９
年
に
誕
生
し
て
戦
後
は
進
駐
軍
の

神
戸
っ
子
な
ら
誰
れ
し
も
一
つ
や
二
つ
、
懐
し
い
思
い

出
を
持
っ
て
い
る
は
ず
の
「
朝
日
会
館
」
１
．
そ
れ
は

中
学
校
の
夏
休
み
工
作
展
に
出
品
し
た
風
車
の
模
型
を

見
に
行
っ
た
と
こ
ろ
が
「
朝
日
会
館
」
だ
っ
た
。
３
階
か

４
階
か
の
会
場
ま
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
上
っ
た
が
、
訓
年

近
く
前
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ガ
ー
ル
が
い
て
、
イ
ガ
グ
リ

頭
の
僕
た
ち
を
親
切
に
案
内
し
て
く
れ
た
。
大
学
を
出
て

マ
ス
コ
ミ
の
世
界
に
入
っ
た
時
、
朝
日
新
聞
の
記
者
か
ら

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
。
「
若
者
の
取
材
は
若
者
の
で
」

と
の
見
出
し
の
記
事
で
僕
が
主
宰
し
て
い
た
「
ル
手
ポ
ラ

イ
タ
ー
集
団
。
３
Ｄ
Ｉ
Ｇ
」
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
が
、

活
動
の
も
よ
》
っ
を
あ
れ
こ
れ
聞
い
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
が

１
階
の
「
喫
茶
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
」
だ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
加

年
前
、
朝
日
新
聞
が
駈
け
出
し
の
若
者
を
認
め
て
く
れ
た

か
ら
こ
そ
今
日
の
僕
が
あ
る
。
い
わ
ば
「
サ
ン
パ
ウ
ロ
」

は
フ
リ
ー
ラ
ン
サ
ー
と
し
て
の
僕
の
振
り
出
し
点
と
も
い

え
る
記
念
の
店
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
思
い
出
に
残
る
こ

と
と
な
っ
た
。
あ
の
時
、
僕
は
若
者
だ
っ
た
。
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一
》
》

平
成
３
年
解
体
。
平
成
４
年
着
工
。
新
し
い
「
神
戸
朝

日
ビ
ル
」
誕
生
の
た
め
の
作
業
が
始
ま
っ
た
。
旧
ビ
ル
の

姿
を
と
ど
め
る
低
層
部
分
（
地
下
２
階
ｌ
地
上
６
階
）

と
、
高
層
部
分
（
７
階
１
妬
階
）
を
み
ご
と
融
合
さ
せ
た

モ
ダ
ン
な
ビ
ル
は
、
低
層
部
の
曲
線
美
と
高
層
部
の
機
能

美
が
ミ
ッ
ク
ス
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
ビ
ル
。
「
長
い
間
、
神
戸

新
し
い
神
戸
文
化
の
拠
点
と

市
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

Eも世■６

１
４
１
８１

戸
ハ
イ
ボ
ー
ル
」
な
ど
、
ハ
イ
カ
ラ
コ
ウ
ベ
ら
し
い
店
が

い
ぶ
し
銀
の
よ
う
な
光
を
放
っ
て
い
た
。

西
洋
文
明
導
入
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
旧
居
留
地
の
北

隈
に
デ
ン
と
控
え
た
イ
オ
ニ
ア
式
片
蓋
柱
８
本
。
独
特
の

円
弧
を
描
い
た
ス
マ
ー
ト
な
建
物
が
い
か
に
も
神
戸
ら
し

い
趣
き
を
た
た
え
て
、
静
か
に
、
し
か
し
、
威
厳
を
持
っ

て
、
三
宮
の
中
心
地
に
息
づ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
風
の
名
建
築
と
讃
え
ら
れ
た
そ
れ
も
、
生
き
も

の
で
あ
れ
ば
、
寄
る
年
波
に
は
勝
て
な
か
っ
た
。
近
年
で

は
昭
和
師
年
旭
月
封
切
の
ス
ピ
ル
バ
ー
グ
監
督
の
あ
の

「
Ｅ
Ｔ
」
が
半
年
間
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
を
演
じ
て
か
っ
さ
い

を
あ
び
た
建
物
が
平
成
２
年
３
月
羽
日
か
ら
帥
日
ま
で
行

わ
れ
た
「
さ
よ
な
ら
映
画
会
」
を
最
後
に
、
こ
の
世
か
ら

姿
を
消
す
こ
と
と
な
っ
た
。
市
民
の
多
く
が
心
の
中
で
涙

し
た
。
「
あ
あ
、
思
い
出
が
消
え
る
…
」
み
ん
な
同
じ
想
い

で
あ
っ
た
ろ
う
。
僕
も
ま
た
、
青
春
の
時
間
を
ぷ
つ
ち
切

ら
れ
る
よ
う
で
、
い
た
た
ま
れ
な
い
気
持
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
ど
っ
こ
い
、
「
朝
日
会
館
」
は
不
死
鳥
の
如

く
、
よ
み
が
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
、

昔
の
面
影
を
残
し
な
が
ら
、
新
し
い
平
成
の
香
り
を
添
え

て
。

琴

Q し

席数5 0 5 席とこの規模のホールの誕生はうれしい
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ファッションショーやパーティな戸企面しだいでいろいろと利用できるスペースだ

市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
建
物
で
す
か
ら
、
旧
ビ
ル
の
イ

メ
ー
ジ
を
新
し
い
建
物
の
一
部
に
取
り
込
む
〃
イ
メ
ー
ジ

保
存
〃
の
方
法
を
採
用
し
た
ん
で
す
よ
」
と
、
㈱
朝
日
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
神
戸
支
社
の
井
上
肇
さ
ん
。

案
内
さ
れ
て
完
成
間
近
の
ピ
ル
を
見
た
。
独
特
の
扇
形

を
し
た
あ
の
建
物
が
、
確
か
に
そ
こ
に
あ
っ
た
。
「
良
か

っ
た
」
ほ
っ
と
し
た
思
い
で
胸
を
撫
で
お
ろ
す
。
が
、
こ

れ
ま
で
の
様
相
と
ち
ょ
っ
と
異
な
っ
て
い
る
点
に
気
付

く
。
映
画
館
の
入
口
と
壁
面
を
構
成
し
て
い
た
壁
が
取
り

払
わ
れ
、
門
柱
の
奥
に
自
由
な
公
開
空
地
が
で
き
て
い

る
。
石
と
Ｇ
Ｒ
Ｃ
（
ガ
ラ
ス
で
強
化
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
パ
ネ
ル
）
、
そ
れ
に
テ
ラ
コ
ッ
タ
（
焼
き
も
の
）
を
た

く
み
に
使
っ
た
風
格
あ
る
建
物
は
、
な
る
ほ
ど
昔
の
あ
の

面
影
を
う
ま
く
残
し
て
お
り
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
さ
え
感
じ

さ
せ
て
く
れ
る
。

新
し
い
ピ
ル
の
何
よ
り
も
の
特
色
は
ピ
ル
全
体
を
劇
場

と
見
立
て
、
「
天
」
「
地
」
「
人
」
の
三
つ
の
空
間
を
形
成

し
て
い
る
こ
と
。
「
天
の
劇
場
」
は
４
１
６
階
の
「
神
戸

朝
日
ホ
ー
ル
」
。
５
０
５
席
の
こ
じ
ん
ま
り
し
た
ホ
ー
ル

は
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
映
画
、
演
劇
に
利
用

さ
れ
「
聴
き
や
す
く
、
見
や
す
い
」
の
が
自
慢
。
こ
れ
に

対
し
「
地
の
劇
場
」
が
あ
り
、
地
下
２
階
に
設
け
ら
れ
た

「
ク
ォ
ー
タ
ー
弱
」
が
開
放
感
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー

ル
と
し
て
、
各
種
催
し
に
利
用
さ
れ
る
。
「
そ
れ
こ
そ
、

市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
役
立
て
て
ほ

し
い
」
と
、
支
配
人
の
川
村
衛
さ
ん
。

「
人
の
劇
場
」
は
、
１
階
の
公
開
空
地
・
ピ
ロ
テ
ィ
。

約
７
９
０
㎡
を
開
放
し
て
、
多
く
の
人
々
が
出
会
い
、
文

化
を
楽
し
む
新
し
い
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
お
う
と

い
う
心
く
ば
り
。

さ
て
、
旧
ビ
ル
の
名
物
だ
っ
た
食
堂
街
は
２
階
の
レ
ス

９
１
４
１
１
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に
よ
る
調
節
す
る
と
い
う
〃
床
た
わ
み
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

法
″
に
よ
り
工
事
を
行
っ
た
と
い
う
苦
心
の
作
。
ゆ
っ
た

り
し
た
窓
か
ら
の
神
戸
の
パ
ノ
ラ
マ
が
素
晴
ら
し
い
。

新
ピ
ル
の
竣
工
は
こ
の
３
月
。
ざ
っ
と
帥
力
月
余
り
の

左から伊藤さん、筆者、川村さん

０５
１
１、

鉄
板
焼
、

蕊需議

和

工
期
だ
が
、
こ
れ
だ
け
の
大
き
な
ビ
ル
が
な
ぜ
、
そ
ん
な

に
短
い
工
期
で
完
成
し
た
の
か
？
そ
の
訳
を
㈱
竹
中
工

務
店
大
阪
本
店
の
担
当
者
が
説
明
す
る
。
「
鉄
骨
が
建
ち

上
が
る
た
び
、
最
上
部
に
デ
ッ
キ
プ
レ
ー
ト
を
敷
き
、
そ

れ
を
屋
根
と
し
て
利
用
、
そ
し
て
通
常
、
工
事
の
最
後
に

鍵>》~
幾弾翰鱒韓崇駄轄鐸探製織鳴垣…隆

〃
壁
″
と
し
て
利
用
し
な
が
ら
上
昇
さ
せ
て
風
雨
を
防
ぐ

と
い
う
〃
全
天
候
型
″
施
工
法
を
採
用
し
た
か
ら
で
す
」

か
く
し
て
、
新
し
い
命
を
得
た
神
戸
朝
日
ビ
ル
、
３
月

瓢
日
の
前
夜
祭
に
続
い
て
４
月
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
が
目
白
押
し
。
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

リ
サ
イ
タ
ル
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会
の
ほ
か
、
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ナ
ー
、
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
・
フ
ォ
ア
も
や
っ
て
く
る
。

神
戸
っ
子
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
人
々
に
か
け
が

え
の
な
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
ほ
し

蕊
蝉
驚

例えば人前結婚式をしてみたりと、自由に遊べる空間だ

階
の
オ
フ
ィ
ス

え
る
が
、
ワ
ン

高
層
部
は
７
１
躯
階
が
オ
フ
ィ
ス
。
各

に
は
柱
が
な
く
、
広
々
と
し
た
感
じ
を
与

食
、
寿
司
、
麺
類
な
ど
の
店
が
味
を
競
い
合
う
。

フ
ロ
ア
の

取
り
付
け
る
屋
上
階
の
外
装
パ
ネ
ル
を
先
に
組
み
立
て

い
Ｃ

ト
ラ
ン
街
に
よ
み
が
え
っ
て
い
る
。
喫
茶

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
た
わ
み
を
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
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とと

１
１５２
１

楽
ミ
ュ
ウ

コ
ラ
ー
ジ
ュ
／

田
中
徳
喜

学
賞
受
賞

さ
な
え
は
瓶
を
抱
い
て
、
挟
を
ぶ
ら
ぶ
ら
さ
せ
な
が
ら
、
父
の

妹
、
叔
母
の
お
ま
つ
の
家
へ
向
か
っ
て
い
た
。

快
に
は
歩
き
な
が
ら
と
っ
た
、
ま
だ
青
い
ア
ケ
ビ
と
、
ム
カ
ゴ

を
入
れ
て
い
た
。
下
女
の
は
な
が
喜
ぶ
は
ず
だ
っ
た
。
為
助
と
会

っ
て
い
た
ぷ
ん
だ
け
、
帰
り
が
遅
く
な
る
。
ア
ケ
ビ
と
ム
カ
ゴ

で
、
は
な
を
ご
ま
か
そ
う
と
思
っ
て
い
た
。
は
な
は
、
ま
だ
子
供

だ
っ
た
。

杷
回
神
戸
文訪 付「

さ
な
え
で
ご
ざ
い
ま
す
」

辰
吉
が
詫
び
る
よ
う
に
言
っ
た
。
さ
な
え
は
市
右
衛
門
と
目
を

合
わ
す
ま
い
と
、
深
く
お
辞
儀
を
し
て
い
た
。

物
足
り
な
げ
な
顔
を
し
て
、
市
右
術
門
は
黙
っ
て
い
た
。

「
妹
で
、
十
八
に
な
り
ま
す
」

辰
吉
が
つ
け
く
わ
え
た
。

市
右
衛
門
は
白
湯
が
入
っ
た
茶
碗
を
ゆ
っ
く
り
持
ち
上
げ
、
口

§

慶
長
五
年
九
月
十
五
日

力 だの るグー、

為
助
と
は
堂
の
前
で
別
れ
た
。

日
は
傾
き
か
け
て
い
た
が
、
道
に
は
昼
の
暖
か
さ
が
残
っ
て
い

・
山
に
沿
っ
た
そ
の
道
は
、
さ
な
え
の
気
持
ち
が
安
ら
ぐ
場
所

っ
た
。

次
に
通
る
と
き
の
た
め
に
、
ま
だ
熟
し
て
い
な
い
ヤ
マ
ブ
ド
ウ

あ
り
か
を
覚
え
こ
ん
だ
り
、
ア
ザ
ミ
に
目
を
止
め
た
り
し
た
。

兄
さ
ん
）

心
の
中
で
辰
吉
に
声
を
か
け
た
。

辰
吉
の
、
気
の
弱
そ
う
な
、
優
し
い
眼
差
し
を
思
い
浮
か
べ
た
。

そ
の
顔
に
、
だ
い
た
い
兄
さ
ん
が
生
き
て
た
ら
、
為
助
と
深
い

に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ん
や
と
、
心
の
な
か
で
、
ご
ね
た
。

河
内
国
か
ら
引
っ
越
し
て
き
て
半
年
後
、
市
右
衛
門
が
辰
吉
を

ね
て
家
へ
き
た
。
市
右
衛
門
は
座
り
込
ん
で
、
辰
吉
と
長
い
こ

、
熱
心
に
鉄
砲
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
。
喉
が
渇
く
だ
ろ
う

、
さ
な
え
は
白
湯
を
だ
し
た
。

話
の
邪
魔
を
し
な
い
よ
う
、
そ
っ
と
だ
し
た
つ
も
り
だ
っ
た

、
市
右
衛
門
は
途
端
に
、
口
を
つ
ぐ
ん
だ
。
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山
に
沿
っ
た
道
を
離
れ
る
と
、
さ
な
え
は
急
ぎ
足
で
歩
い
た
。

息
を
弾
ま
せ
な
が
ら
、
お
ま
つ
の
家
に
た
ど
り
着
い
た
。

「
武
家
の
暮
ら
し
は
、
ど
う
や
」

土
間
に
立
っ
て
、
お
ま
つ
が
聞
い
た
。

さ
な
え
は
傍
ら
か
ら
、
瓶
に
酒
を
注
ぐ
は
ち
き
れ
そ
う
に
太
っ

た
指
を
見
て
い
た
。
そ
の
指
と
同
じ
よ
う
に
、
お
ま
っ
は
太
っ
て

い
る
。寵

に
は
火
が
は
い
っ
て
い
て
、
夕
飾
の
か
ゆ
の
鍋
が
か
か
っ
て

い
た
。

二
号
主
は
、
酒
好
き
で
、
お
ま
つ
は
酒
を
き
ら
し
た
こ
と
が
な
か

っ
た
。
為
助
と
同
じ
鉄
砲
鍛
冶
の
職
人
だ
が
、
鉄
砲
の
使
い
手
で

も
あ
り
、
戦
に
駆
り
出
さ
れ
て
い
た
。

「
ど
う
っ
て
？
」

「
馴
染
ん
だ
か
？
」

さ
な
え
は
と
ぼ
け
た
よ
う
な
顔
を
し
た
。

橋
田
家
に
嫁
い
で
か
ら
こ
の
二
年
、
お
ま
つ
は
さ
な
え
の
顔
を

見
る
度
、
今
ま
で
と
は
違
う
生
活
に
、
馴
れ
た
か
ど
う
か
を
尋
ね

る
。
必
ず
聞
く
。
そ
の
度
に
さ
な
え
は
同
じ
こ
と
を
こ
た
え
る
。

「
職
人
の
血
ひ
い
て
る
ん
や
も
ん
。
武
家
の
女
に
な
ん
か
、
な
ろ

う
お
も
て
も
、
な
ら
れ
へ
ん
。
そ
れ
に
武
家
ゆ
う
て
も
、
足
軽
や

か
ら
」お

ま
つ
は
嬉
し
そ
う
に
ほ
ほ
笑
ん
で
か
ら
、
す
ぐ
に
厳
し
い
顔

を
し
て
諌
め
た
。

「
う
ち
ら
、
河
内
国
か
ら
来
た
も
ん
は
、
こ
の
村
で
は
よ
そ
も
ん

や
。
よ
そ
も
ん
で
、
そ
の
う
え
鍛
治
や
の
娘
の
あ
ん
た
を
、
嫁
に

も
ろ
う
て
く
れ
は
る
や
な
ん
て
、
ふ
つ
う
や
な
い
で
。
あ
り
が
た

い
を
さ
な
え
に
吐
き
出
し
た
。

為
助
は
、
橋
田
家
に
嫁
い
だ
さ
な
え
を
慕
い
続
け
て
い
た
。
思

い
を
打
ち
明
け
て
、
為
助
は
一
人
で
河
内
国
に
帰
ろ
う
と
思
っ
て

い
た
。
だ
が
、
さ
な
え
は
兄
を
失
っ
た
悲
し
み
と
、
市
右
衛
門
に

対
す
る
不
満
を
紛
ら
す
た
め
に
、
為
助
を
受
け
入
れ
た
。

夫
が
い
な
が
ら
、
さ
な
え
は
為
助
と
隠
れ
て
会
う
よ
う
に
な
っ

た
。

１
１５３
１

竜

に
ふ
く
ん
だ
。

「
う
ま
い
」

そ
う
ひ
と
こ
と
言
う
と
、
ま
た
鉄
砲
の
話
を
始
め
た
。

さ
な
え
は
ほ
っ
と
し
て
、
ふ
た
り
の
そ
ば
を
離
れ
た
。
白
湯
に
、

う
ま
い
、
ま
ず
い
な
ど
あ
る
も
の
か
と
思
っ
た
が
、
う
ま
い
と
言

わ
れ
れ
ば
悪
い
気
は
し
な
か
っ
た
。
自
分
に
対
す
る
好
意
を
感
じ

た
。だ

が
、
ま
さ
か
、
そ
の
市
右
術
門
か
ら
嫁
に
き
て
ほ
し
い
と
い

わ
れ
る
と
は
、
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
人
を
介
し
て
、
正
式
に
申

し
出
を
受
け
た
時
、
自
分
よ
り
、
兄
の
鉄
砲
鍛
冶
と
し
て
の
腕

を
、
市
右
衛
門
は
欲
し
が
っ
て
い
る
の
だ
と
、
考
え
ず
に
は
い
ら

れ
な
か
っ
た
。

さ
な
え
は
迷
っ
た
。

夫
婦
に
な
る
約
束
を
し
て
い
る
男
が
、
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

縁
談
は
、
そ
れ
ま
で
に
も
幾
つ
か
あ
っ
た
が
、
ま
と
ま
り
か
け

る
と
、
き
ま
っ
て
さ
な
え
は
結
婚
す
る
気
を
な
く
し
た
。
相
手
に

望
ま
れ
れ
ば
、
望
ま
れ
る
ほ
ど
い
や
に
な
っ
た
。
初
め
て
の
男
に

裏
切
ら
れ
て
か
ら
は
、
夫
婦
に
な
る
な
ど
、
到
底
望
め
な
い
相
手

と
ば
か
り
、
そ
の
場
限
り
の
恋
を
し
て
き
た
。

岩
手
村
に
き
て
か
ら
は
、
ま
だ
そ
う
い
う
相
手
は
い
な
か
っ
た

は
に
亀

が
、
と
う
に
一
一
十
歳
を
過
ぎ
た
辰
圭
戸
が
独
り
身
な
の
は
、
自
分
が

嫁
に
い
か
な
い
か
ら
だ
と
知
っ
て
い
た
。
辰
吉
の
た
め
に
、
早
く

家
を
で
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
。

為
助
が
、
自
分
を
好
き
ら
し
い
と
い
う
こ
と
は
、
か
な
り
前
か

ら
わ
か
っ
て
い
た
。

辰
吉
も
為
助
の
気
持
ち
に
気
づ
い
て
い
て
、
市
右
衛
門
の
と
こ

ろ
へ
い
く
よ
う
に
、
さ
な
え
に
す
す
め
た
。
為
助
と
じ
ゃ
、
い
い

暮
ら
し
は
望
め
な
い
か
ら
と
、
辰
吉
は
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
、
ぽ

そ
り
と
言
っ
た
。

さ
な
え
は
妻
に
な
ろ
う
と
決
め
た
。

も
と
も
と
、
さ
な
え
の
方
か
ら
断
れ
る
は
な
し
で
も
な
か
っ
た
。

そ
の
頃
は
、
為
助
を
弟
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
。
さ
な
え
と
為

助
の
あ
い
だ
に
は
、
つ
ね
に
辰
吉
が
い
た
。
辰
吉
が
他
界
す
る

と
、
為
助
は
辰
吉
を
失
っ
た
悲
し
み
の
涙
と
一
緒
に
、
自
分
の
思
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お
ま
つ
は
戸
口
の
前
に
立
っ
て
、
歩
い
て
い
く
さ
な
え
の
背
中

に
向
け
、
祝
い
の
寺
全
農
の
こ
と
だ
の
、
体
の
調
子
が
少
々
悪
く
て

い
と
お
も
う
て
、
し
っ
か
り
尽
く
し
て
や
」

「
わ
か
っ
て
る
」

お
ま
つ
の
方
を
向
か
ず
、
さ
な
え
は
う
わ
く
だ
け
の
返
事
を
し

た
。（

旦
那
さ
ま
は
た
だ
、
い
い
鉄
砲
が
た
く
さ
ん
欲
し
く
て
、
鉄
砲

鍛
冶
の
職
人
と
つ
な
が
り
を
も
ち
た
く
て
、
う
ち
を
後
妻
に
し
た

ん
ち
や
う
や
ろ
か
）

そ
う
言
い
た
い
の
を
我
慢
し
た
。

言
葉
を
の
み
こ
ん
で
い
る
さ
な
え
の
様
子
を
、
お
ま
つ
は
察
し

た
。「

橋
田
様
が
家
を
あ
け
ら
れ
て
、
何
日
に
な
る
？
」

「
も
う
五
日
以
上
」

さ
な
え
は
短
く
こ
た
え
た
。

八
月
下
旬
、
岐
阜
城
が
落
ち
た
後
、
市
右
衛
門
は
夜
に
な
る
と

屋
敷
に
帰
っ
て
き
て
い
た
が
、
月
が
か
わ
っ
て
し
ば
ら
く
す
る
と

ま
た
出
て
い
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ち
ょ
う
ど
六
日
目
だ
と
、
さ
な
え

は
わ
か
っ
て
い
た
が
、
そ
う
は
言
わ
な
か
っ
た
。
面
倒
だ
っ
た
。

お
ま
つ
は
瓶
に
栓
を
し
た
。

「
い
つ
も
、
さ
な
え
ち
ゃ
ん
の
こ
と
が
気
に
か
か
っ
て
る
。
あ
ん

た
の
お
か
あ
ち
ゃ
ん
が
息
を
ひ
き
と
る
前
に
、
こ
の
手
を
ぎ
ゅ
っ

と
握
っ
た
ん
や
。
死
ん
で
ゆ
く
人
と
は
思
え
ん
ほ
ど
、
強
く
な
・

あ
の
感
じ
が
ま
だ
残
っ
て
る
。
こ
の
手
が
忘
れ
へ
ん
の
や
」

さ
な
え
は
小
さ
か
っ
た
が
、
そ
の
時
の
お
ま
つ
を
覚
え
て
い

る
。
お
ま
つ
は
母
の
目
を
見
な
が
ら
、
何
度
も
領
い
て
い
た
。

父
は
す
で
に
、
こ
の
世
に
い
な
か
っ
た
。

「
さ
な
え
ち
ゃ
ん
、
し
っ
か
り
し
て
や
。
お
か
あ
ち
ゃ
ん
に
あ
ん

た
の
こ
と
、
頼
ま
れ
た
ん
や
。
人
並
み
に
、
間
違
い
な
く
暮
ら
し

て
や
。
な
ん
か
あ
っ
た
ら
、
う
ち
の
責
任
や
」

「
お
ば
ち
ゃ
ん
。
う
ち
も
う
大
人
や
で
」

「
い
や
。
あ
ん
た
は
気
が
つ
よ
う
て
、
と
き
ど
き
突
拍
子
も
な
い

と
と
す
る
し
。
と
に
か
く
、
は
典
や
や
こ
を
産
ん
で
。
な
ぁ
」

お
ま
つ
は
瓶
を
さ
な
え
に
差
し
出
し
た
。

さ
な
え
は
い
や
な
気
が
し
た
。
お
ま
つ
の
小
言
が
重
た
か
っ

た
。
女
と
し
て
、
子
を
産
め
ば
そ
れ
で
い
い
と
い
う
わ
け
は
な
い

の
蓋
を
と
っ
た
。
湯
気
が
勢
い
よ
く
の
ぼ
っ
て
、
か
ゆ
の
匂
い
が

た
ち
こ
め
た
。
そ
の
匂
い
が
な
ぜ
か
鼻
に
つ
い
た
。
と
、
急
に
気

分
が
悪
く
な
っ
た
。

口
元
を
押
さ
え
な
が
ら
、
い
そ
い
で
戸
を
開
け
、
外
に
飛
び
出

し
て
か
ら
、
し
ゃ
が
み
こ
ん
だ
。

お
ま
つ
が
き
て
、
さ
な
え
の
背
中
を
さ
す
っ
た
。

「
さ
な
え
ち
ゃ
ん
、
あ
ん
た
」

（
ま
さ
か
…
）

「
月
の
も
の
が
な
い
や
ろ
」

「
う
ち
、
よ
く
遅
れ
る
か
ら
…
」

さ
な
え
は
怖
々
、
お
ま
つ
の
横
顔
を
見
た
。
お
ま
つ
は
大
き
く

顔
を
た
て
に
動
か
し
た
。
顎
の
肉
が
た
ぽ
た
ぽ
と
、
激
し
く
揺
れ

た
。「

間
違
い
な
い
。
男
の
子
や
と
え
え
な
」

お
ま
つ
は
、
唇
を
、
裂
け
る
か
と
思
う
ほ
ど
左
右
に
伸
ば
し

て
、
笑
顔
を
つ
く
っ
た
。

さ
な
え
の
体
中
が
火
照
っ
た
。

（
市
右
衛
門
と
、
為
助
と
、
ど
っ
ち
の
子
や
ろ
）

も
あ
ま
り
気
に
す
る
こ
と
は
な
い
だ
の
と
、
あ
れ
こ
れ
大
声
で
わ

め
い
た
。

さ
な
え
は
お
ま
つ
の
話
を
聞
く
ふ
り
を
し
て
、
歩
い
て
は
立
ち

止
ま
り
、
ま
た
歩
い
て
は
止
ま
り
と
幾
度
か
足
を
止
め
た
が
、
心

と
、
手
を
伸
ば
し
か
け
た
。

４
１
５
１
１

し
、
産
み
た
く
な
か
っ
た
。
だ
い
い
ち
、
今
さ
ら
、
で
き

る
。と

、
焦
っ
て
い
た
。

だ
が
、
為
助
の
家
は
お
ま
つ
の
家
の
裏
手
で
、
屋
敷
と

瓶
を
取
り
に
中
に
戻
る
と
、

た
。で

は
為
助
に
は
や
く
伝
え
な
け
れ
ば
、
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば

さ
な
え
は
つ
く
り
笑
い
を
し
た
。
そ
し
て
瓶
を
受
け
取
ろ
う

す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
鍋
が
ふ
き
だ
し
た
。
さ
な
え
は
叱
瑳
に
鍋

逃
げ
る
よ
う
に
お
ま
つ
の
家
を
出

て
は
困

は
反
対

〆
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ｌ
‐
９
１
９

、
易
１
茜
零
誹
尋
章
判
⑦
剖
菅
。
郭
。
埋
立
恥
Ｙ
Ｇ
婁
坤
十
、
刺
９

弾
１
．
耳
，
立
写
宵
弾
Ｃ
車
鉾
。
郭
塁
１
。
王
阜
畔
剰
ｑ
削
叩
⑦

科
、
１
阜
古
、
凹
守
⑦
，
零
。
平
山
評
判
玄
立
阜
と
Ｃ
醤
可
毎 ．

郭

軌
１
尊
暴
副
蝉
叫
１
画
⑦
９
．
専
。
蝉
耳
募
塾
、
９
ギ
マ
コ
キ

用
恩
調
、
ユ
ロ
矧
ヰ
コ
刺
軒
埠
丑
耳
、
９
弾
耳
Ⅶ
留
守
Ⅶ
郭
山
車

可
１
。
難
〉
弾
コ
ョ
玉
玉
⑦
コ
ュ
戦
暑
。
郡
。
嘩
立
募
弘
埠
可

マ
コ
受
噸
課
尋
窄
宰
ｃ
ｃ
寺
可
編
、
，
耳
９
コ
呈
罫
郭
、
尻
呼
科

。
郭
山
１
畔
９
弾
劾
嘘
製
Ｇ
剥
守
軌
卑
旬
埠
早
々
耳
、
尋
哩
芸

・
郭
ｑ
掴
尋
⑦
，
Ⅶ
ユ
勺
９
割
塁
幸

吉
Ⅶ
耳
１
Ｃ
ユ
マ
ュ
ロ
啄
鱒
⑦
甲
立
Ｇ
ｆ
⑦
受
．
聖
山
耳
⑦
卦

鴎
，
平
。
車
刺
才
砦
目
、
刻
中
⑦
訓
、
９
群
耳
星
野
剰
考
耳
阜

・
平
・
嘩
耳
９
弾
年
利
刻
考
耳
阜
、
蝉
⑦
耳
９
９
互
泌
醗
悪
⑦
士

・
翼
⑦
Ⅵ

立
嘩
可
？
蝉
、
凶
‘
，
。
妥
矛
鞘
鴛
剰
盟
⑦
士
率
、
刻
畔
芸
。
山

立
坪
勺
１
弾
畝
玉
串
塾
刻
甘
陥
、
目
今
、
塾
戦
利
毘
竪
享
卑

・
平
可
鱒
山
墓
誉
。
郭
。
罫
刻
誹
翠
塑
，
塁
￥
判
尊
耳
阜 。

…
受

Ⅶ
１
百
弾
則
卿
竿
単
尋
嘩
丑
。
曾
乳
車
騨
尋
怯
刻
士
率
泌
考
立

阜
。
鴛
釦
翠
考
刀
阜
群
出
勤
草
里
。
＋
用
塁
理
泌
士
率
卑
’
６
詮

・
曾
山
１
可
さ
啄
尋
士
率
泌
則
勤
学
里
、
１
Ⅲ
響
受
郭
宗
⑦
甘

・
郭
可
濁
酔
剰
琴
耳
阜
、
９
弾
立
冬
零
１
Ｃ
埠
凹
刻
羅
雪

・
平
Ｃ
罫
令
叫
判
⑦
，
Ⅵ
１
・
翼
ｎ
塁

刻
盟
勤
竿
里
、
１
句
刻
卑
率
判
母
士
。
平
山
１
。
笛
オ
蝉
⑦
？
賢

き
堅
守
翠
罰
耳
士
剰
琴
耳
阜
、
芸
．
９
弾
罫
。
平
。
嘩
立
嘩
旬

１
弾
⑦
曾
考
号
、
理
、
９
弾
旬
守
盟
蝿
竿
里
、
烈
嘩
塁
呈
巽
圭

・
郭
。
嘩
立
剰
坐
刺
Ⅵ
耳
９
Ⅶ
泌

星
滞
蝋
副
牽
田
響
、
弾
平
Ｃ
嘩
耳
可
？
マ
コ
受
蝦
皇
畢
⑦
Ⅶ
耳
茎

塾
⑦
士
、
句
Ⅶ
立
判
マ
コ
ュ
色
一
一
一
一
才
Ⅶ
可
鞠
泌
士
判
出
勤
竿
単

。
郭
Ⅶ
１
。
留
守
山
立
坪
勺
１
弾
享
竺
勲
等
目
。
郭
。

喚
晶
軍
乙
。

蝉
立
塁
聖
剰
士
、
１
１
。
、
尋
ｑ
鱒
立
Ｃ
⑦
勢
才
留
塾
享
呼
「
三

面
立
埠
可
曾
当
刻
櫛
雪

・
馴
立
９
弾
嘩
哩
曾
雪
己
山
、
可
副
圭
刺
⑦
全
島
到
玉
剰
噛

鷺
刻
呼
暑
。
，
山
ユ
ロ
ヰ
，
翠
動
ｐ
平
唾
家
刻
騨
。
曾
啄
。
ｕ
年
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「
ど
こ
っ
て
。
奥
さ
ん
を
探
し
て
。
旦
那
さ
ん
が
お
帰
り
で
、
そ

れ
で
…
」

は
な
は
口
ご
も
っ
た
。

「
そ
う
」

さ
な
え
は
屋
敷
の
方
を
向
い
た
ま
ま
、
は
な
の
い
い
わ
け
を
断

家
の
中
に
い
る
時
分
だ
っ
た
。

ひ
と
り
に
な
る
と
、
気
持
ち
は
落
ち
着
い
て
き
た
。
そ
し
て
徐

々
に
わ
か
っ
て
き
て
い
た
。

体
の
中
に
宿
っ
た
も
の
は
石
こ
ろ
で
は
な
く
、
い
つ
か
正
体
を

現
し
、
目
の
前
に
姿
を
現
す
、
動
か
し
が
た
い
、
消
し
去
る
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
だ
と
。

そ
れ
が
た
と
え
、
市
右
衛
門
の
子
で
あ
っ
て
も
、
為
助
の
子
で

あ
っ
て
も
。

屋
敷
の
屋
根
が
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
さ
な
え
は
立
ち
止
ま

っ
た
。
振
り
返
る
と
、
雲
の
多
い
夕
焼
け
だ
っ
た
。

風
が
で
て
き
て
い
た
。
も
う
す
ぐ
紅
葉
し
は
じ
め
る
山
の
木
を

う
ね
ら
せ
、
刈
り
取
り
間
近
の
稲
を
撫
で
な
が
ら
、
風
が
渡
っ
て

い
く
。時

が
満
ち
て
い
る
と
思
っ
た
。
い
つ
か
来
る
は
ず
の
時
が
、
い

ま
や
っ
て
こ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
な
え
は
深
く
息
を
吸
い
込
ん
で
か
ら
、
か
細
く
、
長
く
吐
き

出
し
た
。

勝
手
口
か
ら
、
屋
敷
に
入
っ
た
。

。
●

そ
｝
」
に
い
る
は
ず
の
、
は
な
が
い
な
い
。

「
は
な
」

力
な
く
、
呼
ん
だ
。

土
間
か
ら
二
尺
ほ
ど
高
く
な
っ
た
板
敷
き
に
瓶
を
置
い
て
、
も

う
一
度
外
に
で
た
。
屋
敷
の
ま
わ
り
を
見
渡
し
た
。
道
に
出
て
み

た
。さ

な
え
が
歩
い
て
き
た
の
と
は
逆
の
方
向
か
ら
、
は
な
が
来
る

の
が
見
え
た
。
昔
語
り
を
す
る
の
が
好
き
な
老
婆
と
一
緒
だ
っ

た
。は

な
は
体
格
が
よ
く
、
男
並
の
力
が
あ
る
。
薪
割
り
な
ど
、
力

仕
事
も
、
屋
敷
の
な
か
の
こ
と
は
一
人
で
や
っ
て
の
け
る
。
歩
く

と
き
も
、
女
に
し
て
は
歩
幅
が
広
く
、
速
足
だ
が
、
老
婆
に
あ
わ

せ
て
歩
い
て
い
た
。
腰
の
曲
が
っ
た
老
婆
と
、
子
供
の
は
な
の
背

丈
は
ち
ょ
う
ど
同
じ
だ
っ
た
。

老
婆
が
話
を
し
て
い
て
、
そ
れ
を
は
な
が
聞
い
て
い
る
よ
う
に

見
え
た
。
話
す
の
に
夢
中
、
聞
く
の
に
夢
中
で
さ
な
え
が
い
る
の

さ
な
え
は
む
っ
と
し
た
。
夕
飾
の
支
度
で
忙
し
く
し
て
い
る
に

違
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
が
、
当
て
が
は
ず
れ
た
。
口
数
の
多

と
見
た
。
見
慣
れ
た
も
の
を
、
あ
ら
た
め
て
確
か
め
て
い
る
か
の

よ
う
に
、
何
度
か
瞬
き
を
し
た
。
低
い
鼻
の
あ
た
り
が
、
赤
く
な

っ
て
い
た
。

さ
な
え
は
、
は
な
を
叱
っ
て
や
ろ
う
と
思
っ
た
。
気
が
た
っ
て

い
た
。

「
い
ま
ご
ろ
、
ど
こ
行
っ
て
た
ん
や
。
あ
ん
た
な
…
」

さ
な
え
が
言
い
始
め
る
と
、
背
後
で
銃
声
が
聞
こ
え
た
。
さ
な

え
は
屋
敷
の
方
に
顔
を
向
け
た
。

手
で
覆
っ
た
。
慌
て
て
い
た
。
は
な
が
老
婆
を
置
き
去
り
に
し

は
そ
の
老
婆
を
嫌
っ
て
い
た
。

「
は
な
」

怒
り
を
ふ
く
ん
だ
声
が
出
た
。

出
し
て
、
は
な
の
手
に
握
ら
せ
た
。

は
な
は
叱
ら
れ
な
い
と
わ
か
っ
て
、
明
る
く
言
っ
た
。

「
す
ぐ
に
ま
た
、
お
出
掛
け
だ
そ
う
で
」

「
そ
う
」

さ
な
え
は
歩
き
だ
し
て
い
た
。

後
ろ
か
ら
よ
う
や
く
追
い
つ
い
た
老
婆
が
、
は
な
の
手
の
中
の

ム
カ
ゴ
を
一
つ
と
っ
て
、
口
に
い
れ
た
。

ち
切
る
よ
う
に
言
っ
た
。
そ
し
て
唇
の
内
が
わ
を
、
か
ん
だ
。
黙

て
、
走
っ
て
き
た
。

「
お
、
奥
さ
ん
」

い
老
婆
と
一
緒
だ
と
い
う
の
も
、
気
に
入
ら
な
か
っ
た
。
さ
な
え

に
、
二
人
は
気
づ
い
て
い
な
い
。

っ
て
快
か
ら
、
ア
ケ
ピ
と
、
手
の
ひ
ら
一
杯
分
の
ム
カ
ゴ
を
取
り

は
な
と
老
婆
は
、
さ
な
え
の
顔
を
見
た
。
二
人
は
同
時
に
口
を

そ
ば
ま
で
く
る
と
、
は
な
は
ど
も
り
な
が
ら
、
さ
な
え
を
じ
っ

１
１５６
１
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